
次回の検討方向 

部会結果を踏まえ，今後の事務局案の方向を以下のとおり考えています。 
 
１ 包装基準による判定の体系（空間容積率の場合） 

 
 空間容積率から見た包装基準違反商品の判定の流れ 

 

 

 

「３ 過大包装」に具体的に規定しており，その規定に基づき判断する。 

 

 

ア 空間容積20パーセント以上 
イ 包装経費15パーセント以上 
ウ 「あげぞこ」等の方法により実質以上に見せかけ 
エ 二次使用機能偽装 
オ 商品の詰め合わせ，抱き合わせ等により空間容積又は包装経費が必要以上 

 
疑義商品の計測の結果，空間容積が20パーセント以上であれば，アに該当するので，
原則として，過大包装にあたる。 

 

 

 
 
 
 
 
 

                
      
 
 
 

 
 
 

 

 

2 適正な包装の基準 

（1）必要以上の過大な包装（以下｢過大包装｣という。）でないこと。

3 過大包装 
(1) 2(1)の過大包装とは，次のいずれかに該当する包装とする。

商品群の特性等により（空間容積が包装容積の 20パーセント以上である）ことにつ
いてやむを得ない事情があると認められるか。 

資料６-2 

消費生活審議会

頻出事例 
（事務局 
で判断）

その他事例 
（報告を求める）

報告内容    （事務局で判断）
（内容により審議会に意見聴取）

認められない 

指導 
↓ 
勧告 
↓ 
公表 

（報告） （意見聴取） 

認

め

ら

れ

る

※ 審議会に意見聴取した事例は，参考事例として，頻出事例に蓄積，引用
できる仕組みとする。

（報告） 

判断基準，対応手順の
マニュアル化 

 
（事務局 
で判断） 

左記以外

のもの 

明らかに 
悪質なもの 



 

２ 個別事項 

 （１）要綱の改正 

商品群ごとに過大包装の個別基準を審議会に諮り本市が制定 ⇒  削除 

     

 

    

 （２）基準，要綱等の周知資料の作成 

     導入としての，「包装基準制定の趣旨」 ⇒ 時代に合わせた修正 

     基準，要綱の説明 ⇒ 規定の読み方の解説の充実 

                事例に即した解説の充実 

計測時の易損品の扱いなど周知すべき事項の明示  

  

 

 

 

（３）マニュアルの整備 

     基準，要綱の説明 ⇒ 対応手順の追加・整備 
            （審議会に意見聴取・報告する場合，指導・勧告・公表の手順など） 
 
 
 
 
   

課題  業界ごとに自主行動基準策定の働きかけ  

公正競争規約との関係の検討・整理 

課題  個別商品の検討 

一般化できる事例の抽出 

マニュアルとして，（2）の周知資料をベースに，必要な事項を追加する。


